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要 E::. 隠
アフロ・アジア諸語の中でアッカド諾と並んで最古・最長の豊富な言語史資料を残す古代エジプト
諾について、その最古の段階の纏まった言語資料を提供するピラミッド・テキスト本文を対象とし
て、第256章301節から第274主414蔀までを言語学的視点から検討した。
具体的作業としては、原典の象形文字本文をローマ字締字し、その逐語的日本語訳を対照して示す
ことを過して、近年j活舌発な議論と文法体系の見E藍室しの真つ只仁中ドにある前期エジプト語(ピラミツド.
テキストを双壌の一つとする古王酪時代資料の段階およぴ、古典エジジ、フ。o}ト、語として確立された中三王巨園時
代資料の段階を包含する概念)の文法{体本系の再
体系の検討討.も空疎な議論となりかねないと危f慎箕したからである。ただし、いずれ総括の必要がある。
その一環としての語葉総索引を欠く現状は、研究の進展を妨げる大きな要因と考えられるため、その
作成・整備作業を並行して行なってきた。
これまでに得た結論の一つは、大きくは後期エジプト語(新王臨時代以降の言語段措)と異なるとは
、ピラミッド・テキストの雷語は、同じ前期工ジプト諾でありながら、古典エジプト語に比べる
と、やはり相当に古めかしい言語特徴を残す資料である、ということである。拙訳で全面的な
に踏切れなかった要国である。
追加文献
79 
ピラミッド・テキストの翻訳に筆者が着手して以降、この数年跨に出販された文献、またかつて入手で
きなかった文献や資料で参照可能になったものは少なくない。以下の文獄中には、出版後の日も浅く入手
間もないため充分に検討の余地がなかったものの、本稿で一部参考にしたものも含まれるので、特に言及
して謝意を表明しておきたい。
1. James P. All巴n，The Ancient Eg)仰 anPyr，αmid Texts， Atlanta， 2005 (以下、 APTと略記。)
2. Jeremy Naydler， Shamanic Wisdom in the Pyramid Texts， Rochester， 2005 (以下、 NPTと略記。)
3. Alexsandre Piankoff， The Pyramid of Unas， Princeton， 1968 (以下、 pと略記。)
佼賀大学文化教育学部日本 アジア文化講筏
80 塚本司月
4. http://www.pyramidtextsonline.com/ 
5. http://www.lib.uchicago.edu/1巴os/html/page.form.htmν 一覧中間1553.A11908 cop3. 
上記文献を概説すると、 lは、「ピラミッド・テキストの動詞体系研究jの著者によるものであるが、一
般読者向けの通し訳であるため、注釈類は極く僅かに過ぎない。とは言え、「動詞体系研究Jにおいてし
ばしばフォークナー訳と異なる読みを提唱する著者がどのように読取ったかを知るよすがとなる。また、
ピラミッド毎、接関別に翻訳しているため、壁面毎に特定内容の呪文が記置されたことが明確に読寂れる
よう、配慮されたものである。ただし、ゼーテやフォークナーの節番号と異なる番号を部振っているため、
相互参照に不便な閣がある。 2は、従来のピラミッド・テキストの読みが葬祭文書としての読込みが強す
ぎるため、本文が本来有する神秘主義的内容が正当に評価されていないとし、特に従来の主流的エジプト
学が見落としていたシャーマニズム的要素の証明に前半を割いている。扱われたテキストは、ウナス本文
のみとは言え、雷及は広範な領域にわたり、特にセ F祭とピラミッド・テキストとの関連付けは重要であ
ると恩われる。今西は充分に検討する時間的余裕がなかったが、次凶に触れたいと思う。 3.は諸訳を通
して間接的に知っていた重要文献である。これもウナス本文に限定されるとは言え、ゼーテーの手書き転
写ではなく、しかも涼文の縦書きの写真瓶を日にできる点は、侭にもまして読みを確認するのに欠かせな
い一次資料である。ただし、これは上の文献2により主流エジプト学の誤った解釈のーっとして批判され
ている。 4と5とは、ウェブ上に公隠されたものである。 4はウナス王本文の写真版、 5はゼーテのぜラ
ミッド・テキスト手書き本文全文の写真販であり、象形文字原文確認の労を劇的に軽減するものである。
第256章
(Pyr301) 
a jwc=n (.) 1 pn gb 
jwc=n (.) 1 pn gb 
b jw wc=n (.) 1 pn jtm 
jw (.) 1 pn Hr nS.t Hrw smsw 
c jwjr.t(.)1 pnmnxt.f 
jw mk=tu (.)1 pn mjlj.t r.f 
これなる王はゲブを継いだ、
これなる王はゲブを継いだ
これなる王はアトムを継いでいる
これなる王は長子たるホルスの玉産の上にある
これなる王の日は彼の力である
これなる王は彼への[悪〕行から護られている
a 動詞jwci継承する」の派生名前jwcwi継象者jと神 gbとの結合勾は、既に PT冒頭(Pyr7b)に現れ
たことがある1m，Pyr483c にjwcwjt.f gb iその父ゲブの子孫jという匂が現れ、 Pyr・1689aにはjwc.tjt.kgb 
f汝の父ゲブの遺産Jが現れる。これより頻度の高い類義表現として、 Pyr8eには z;gbiゲブの患、子j、Pyr
793b， 1012a， 1259bには wりr…z;許制.fiゲブの長子・・・オシリスjが見える。これらは全て故五を
界の主たるオシリスと間一読したことの顕れである。そのことは、 bの「長子たるホルス」という句にも
明らかである。 jtmiアトゥムjは、オシリスの曽ネ旦父に当たり、神々の祖でもある。
(Pyr302) 
a jw nsr n hh 
n ;x.t nt (.)1 pn 
b m rnn_ wt.t tp・t(.) 1 pn 
c jw dj=n (.) 1 pn nrw. f m jb.sn 
d mj工tH; cW.t jm.sn 
火炎が一
これなる王のウラエウスに
これなる王の頭上なるエルヌテトとして[在る]
これなる王は後らの心に彼への怖れを据えた
彼らと争いをなして
ピラミッド-テキスト:翻訳と注解 (6) 81 
a ;x.t iウラエウス(盟蛇)J、rnn_wt.tiエルヌテトJ，土、共に nbの音舗と f主jの意味とを持つ文字の
ヒに鎌替を撞げたコブラを描く限定符(決定認)を伴って表記されている。何れも王の守護神を象鍛するも
のである。ファラオの額のよで、ハゲタカと並んで頭巾を飾る、蛇頭あるいは蛇の姿はエジプト美術に遍く
知られた意匠で、ある o rnn_wt.t は、字義どおりには「喜ぶ、歓呼する」を意味する動詞 rnnの派生形と wt.
tとの合成語であり、字義どおりの解釈では f歓呼の蛇(衿)Jを意味する o 先に Pyr288aにおいて動詞 Hkn
るJの派生形との合成語として現れたおkn_wt.ti賞賛の蛇Jも何様の構成を持つ。また既に Pyr
198bでも、 jx.t_wt.ti毒蛇イケトJという合成語が間格としてのjx.t_wr.ti偉大なるイケト」と交互に出
現した20 wt.t'ま単独でも蛇神の意で用いられる30 おそらく動詞 wti捲くjの派生形のーっと考えられる。
同語根の名詞としては f包帯Jiミイラ剖iJが知られているが、 PTには現れず、例証されるのは動詞「包
帯をするロミイラとするJのみである o
PTにおいて、限定符としての蛇を毘いるのは、以下の語義である(コード番号毎に示す): 
19 jt i父J(67初l全て)
110 w;D.t i蛇地区J(2例)5
qbHw.t i天空の蛇J(9例)6
Tnw i四方位の守護神J(3例)'
1 12 ;.t i一撃J(7倒)8
jcr.t iウラエウスJ(11例)9
wp_w;.wt i道々を開く方エアヌピスJ(1例)
(Pyr303) 
a jw m;=n nTr. w m H;.wt 
b kss.sn n (.)1 pn mj;w 
c Xnj sw mW.t.f 
jtH sw dmj.f 
d hj nwH.k 
神々は裸で見ていた
彼らは敬してこれなる王を拝した
彼と彼の母とを運べ
後と彼の御座とを引張れ
汝の綱を新官めよ
a m狂;.wti課でjは、 SUK，1， S.358によると、 bのmj;w i敬してJと並行句(対勾)をなし、 mk司「お
辞犠してJ(現出 N57a等、用関数は30に上る)や m sd; i震えてJ(説出 Pyr272c)を含め、何れも敬意表現
あるいは仕草である。 被が参照する1197d，eでは、神々が亡くなった王の到義を日にするや、衣服や履物
をかなぐり捨てている。「諌jと「敬意Jとの問にどのような因果関係があるのか理解し難いのであるが、
寒さに由る「震えJや畏れに伴う「傑き」が両者を繋ぐのであろうか。因みに、エジプト文字ではj;wi敬
する」の限定符がA30(T303bでは呪術的理由から奉げ揚げた詞腕のみを表記)で、 kり「お辞儀する、壊を
臨めるjの限定符がその姿勢を描写する A16であり、規覚的に捉え易い。ただ、 PTには二つの語が共に
現れる一節が無い。
cは、祭の行列を努露させる描主主であるが、神の化身たる王の像を曳く情景を想定すべきであろうか。 I可
時代資料には該当例が見当たらないものの、新王国時代の行列図として、オベトの祭の11率を曳く神官の
行列、ジェフテイヘテプの墓の援に百{象を牽く労働者の隊弼等がよく知られている。10
第257輩
(Pyr・304)
82 塚本明康
a Xnnw mp.t 天に騒ぎが[あり]
b 日l;=n.nm;.t 我ら新しきを見た
j=n. sn nTr.w p;wtj.w と、彼ら原始の神々 つ
c psD.t 九柱神よ
Hrwmj;xw ホルスが陽うもの中に[あり]
d snhd n.fnb 形の主共は彼に挨拶をする
巴 pXr n.f psD.tj tm 一組の九柱神が皆彼に仕える
巴 psD.り「二組の九柱神」とは、 psD.tc;.t r大九柱神JとpsD.tSr.t r /J、九柱神Jとを指すと思われる。大
九柱神の方は、その構成メンパーが明示されるのに対しI、小九柱神の構成メンバーは、 PTでは言及され
ることがない。 psD.tr九柱神jの関連語句については、後述の Pyr370において一括して考察する。
(Pyr305) 
a Hm司rfm S.t nb_tm 
j可(.)1pn p.t 
pSn (.)1 pn bj;.s 
b sSm.w (.)1 pn w;.wt n xpr 
(Pyr306) 
a Htp (.)1 pn m cnx mjmn.t 
Sms sw ?? d;.t 
b psD(.)1 pnm;jmj;b.t 
c jw.t n.f wp Xnw 
mksw 
d snhd n (.)1 pn nTr.w 
sms.w r wr 
e jn sw sxm n (.)1 m s.t.f 
(Pyr307) 
a jT (.)1 pn Hw 
jn=tw n.f nHH 
b smn=tw n.fり;
jrrd.wj.f 
c hnj n (.)1 
第258章
(Pyr308) 
jT=n.f ;x.t 1 
a (.)1 pn pw w司rmzzw
b bw. t (.)1 pn pw t;
彼は万物の主の玉躍にしっかとJAる
これなる王は天を頂く
これなる王はその蒼寄を突切る
これなる王はケベルの道々に導かれる
関方でこれなる王は生に安らぐ
冥界の住人が披を待つ(西方で)
東方でこれなる王は新たに輝く
争いの謂停者が彼の許に来る筈の(東方で)
顕を垂れて
これなる王に挨拶せよ神々よ
もっとも年長なる方々よ
その玉躍なる王の支配は彼のもの
これなる王は権威を得て
永世が彼の許に運ばれた
知恵が彼の許に据えられた
彼の両足の下に
王に喜びを
彼は地王子を得た
これなる王は塵の中のオシリス
地はこれなる王の忌避するところ
N cq (.) 1 pn m gb 
c Htm (.)1 pn 
qd.f m Hw.t.f tpt; 
d srwD qs.w (.)1 pn 
dr sDb.f 
e wcb=n (.)1 pn mjr.t_Hrw 
dr sDb.fmDり.りwりr
f sfx=n (.) 1 pn rDw.f m gs; jr t; 
ピラミッド・テキスト:翻訳と注解 (6) 
これなる王は大地の中に入らず
これなる王が滅び¥
彼が地上の彼の館で眠る(大地に)
これなる王の骨共は丈夫にされ、
彼の病は除かれ、
これなる王はホルスの眼で清められた
オシ 1)スの二羽の鳶により彼の病は除かれ、
これなる王はクスにおいて彼の産出物を地面へ流した
83 
f gs; rクス」は、 FEに拠って地名として転写したo FEが雷及する Gardiner，AnGIent Egy戸ianOnomastica 
は入手できず、参照できなかった。
(Pyr309) 
a jn sn.t (.)1 pn nb.t_p rmj.t sw 
b jw(.)lpnrp.t 
jw (.)1 pn r p.t 
mγ;w 
mT;w 
c N xm. (.)1 pn 
N xm.wt.f jm.f 
d N Hmsw (.) 1 pn m D;x.t nTr 
e (.) 1 pn pw Hr wc.f 
smsw nTr.w 
(Pyr31O) 
a jw p;D.f jr Hr Hnc rc 
b jw c;b.t.f m nww 
c (.)1 pj nnw 
d Sm.f 
jw.fHncrc 
巴 zxn=n.fHw. wt.f 
これなる王の妹は被を嘆くべ(地名)の女神
これなる王は天へと{向かいたり]
これなる王は天へと[向かいたり]
風により
風により
これなる王を除く者なし
そこより彼を除く者なし
神の法廷にこれなる王の座所なし
これなる王は彼独りに(? ) 
神々の長子(たる方)は、
して彼の御供えはラアと共に上天へ
して彼の供え物は冥界に
王は黄泉
彼は行き
彼はラアと共に戻る
披は彼の館共を占めたり
PTにおける Hw.tr宮、館J(およびその複数形)の出現箇所は、以下のとおりである:
1.単数の Hw.tr官」
0002a Hrj.tjb Hw.t Xr.t 下宮の中央なる
0005a Hり.tjbHw.t Snj.t シェニト宮の中央なる
O0l4c mHw.t_srjmj.tjwnw オンなるセル宮で
0l21c mHw.t 宮の
0l83a m rn.kjmj Hw.t_srq.t セルケト宮の住人という汝の名において
0l89a m rn.kjmj Hw.t_wr_k;.w 牡牛共の大邸宅の住人てふ汝の名において
84 
0215c nDw psD.t m Hw.t_sr 
0308c m HW.t.f tpt; 
0312c m Hw.t.f tpt; 
0373b r HW.t C;.t 
2.複数の Hw.wt i宮々 」
0056b jr.t_Hrw jmj.t HW.wt nt 
0310e zxn=n.f'" HW.wt.f 
0415b HW.wt Hrw.Tn 
0501a Hw.wt.j HW.wt nt 
塚本 i列
東宮で九柱ネIが守る
地上の彼の館で
地上の彼の館で、
大いなる館へ
ネト冠CiデプJと対)の宮々の中のホルスの践
彼の館を占めた
汝らのホルスの宮々
我が宮々、すなわちネト冠の宮々
1273c Hwぷ，tsrq.t セルケト 12の宮々
以上、「宮jの意の lHw.tlの表記には限定符001を伴うもの(全21仰U)と限定符を伴わないもの(全部例)と
がある。 設定符を伴う用例は、 WIT加のいずれかの本文であり(各7部)、ピラミッドによる表記の儒り
が見られる九しかし、 wrrとNとの陪に PIMのピラミッドが建造されたことを考議すると、綴りの(流
行の?)時間的推移を読み取るのは難しいo Nがwrrの古い綴りを踏襲したのか、それとも wrrfNが河
じ原本から写し取ったのか、いずれにしろ推測の域を越えない。
3. 女神名ネフチュス Cnb.t_Hw心を講成する HW.tの剖は、復元笛所を徐くとのべ111剖を数える。表記の
分布は次のようになっていて、明らかにピラミッドの建造年代による編りがある:
W T P M N F i_f: 
[nb]t{Hw.t) 3 T独自の表記
(Hw.t[nb]) 8 9 4 W から Pまでの表記
(Hw.t[nb]t) 29 20 29 6 ptJ、詳の表記
(Hw.tt) 1 [nb]の書落し14
(Hw.txt) 2 V31をAa1と誤記
この場合も、上と同様、表記の編りから本文原本の成立年代を推灘することはできそうにない。なぜなら、
上表の数値には事~I日両ピラミッド群に共通に現れる一節が10箇所含まれるからである。すなわち、建造年
の吉いピラミッド W同T に現れる、成立年代が古い本文であっても、 P 主JJ~の新しいピラミッドでは新し
い綴りで続ーされているのである。たとえ古い伝承本文であっても、綴りは当世風に書改めた可能性もあ
る九時代と共に殺りが変化するこのような例としては、他にも rmTi人々 Jがある九ピラミッド・テキ
ストは離して古典期と異なる綴りが多く、また…諾を表記する変異が吉典期以上に多様で、あることは、こ
れまで何度か触れた九
(Pyr311) 
a nHb.f k;.w 
nHm.fk;.w 
b d.fsDb 
jdr.fsDb 
C wrS (.)1 
sDr.f 
sHtp.f nw.tj m wnw 
彼は力を付与し
彼は力を奪う
彼は妨げを与え
彼は妨げをi徐く
王は過ごし
?皮は横たわる
被はウヌで二本の斧を宥める
d N D; rd.f 
N xsfjb.f 
第259章
(Pyr312) 
a (.)1 pn pw wりrmzzw
b bw. t (.)1 pn pw t;
N jcq.fmgb 
c Htm (.)1 pn 
qd.f m HW.t.f tpt; 
d srwD qs.w (.)1 pn 
dr・sDb.f
巴 wcb=n(.)1 pn mjr.t_Hrw 
dr sDb. f m Drj.tj w勾r
f sfx=n (.) 1 pn rDw.f m gs; jr t; 
ピラミッド・テキスト:翻訳と注解 (6) 
被の)JtIlは航らぬ
彼の心は逆らわぬ
これなる王は壊の中のオシリス
1lliはこれなる王の忌避するところ
彼は大地の中に入らず
これなる王が滅び¥
彼が地上の彼の館で眠る(大地に)
これなる王の骨は堅くされ、
後の病は!除かれ、
これなる王はホルスの限で清められた
オシリスの二~~の鳶により彼の病は除かれ、
これなる王は彼の産出物をクスで地開へ流した
85 
e Dり.tjiニ羽の;鳶jは、 Pyr230bに初出。上述の Pyr308e'土、ここと全く同じ雷廼しであったo PTでは他
に、 Pyrl254aに「トトの両翼端のニ羽の鳶jという表現で現れるのみである。そこへの注記において、
フォークナーが葬議において泣き女を務めるイシスとネフチュス出とに言及することを考慮すると、次第
bのxnm.りf二人の介添え女jは、 Dり.tjの言換えとなろう。
(Pyr313) 
a jn sn. t (.)1 pn nb.t_p rmj.t sw 
b qm;=n sw xnm.tj 
qm;.りwSJr
c jw(.)1 pnrp.t 
jw(.)1 pnrp.t 
m Sw Hncrc 
d N xm. (.)1 pn 
N xm.wt.f 
e (.) 1 pn pw Hr r・d.f
smswnTr.w 
f N Hmsw (.)1 pn m D;x.t nTr 
(Pyr314) 
a jw p;D n (.)1 pnjr Hr Hnc rc 
b jw c;b.t (.)1 pn m nww 
c (.)1 pn pw nnw 
d Sm (.)1 pn Hnc rc 
jw (.)1 pn Hnc rc 
これなる王の妹は彼を嘆くべの女主人
一人の介添え女が被を悼む
オシリスを悼む
そこでこれなる王は天へと
そこでこれなる王は天へと
大気と太陽と共に
これなる王を除く者はない
彼を除く者はない
これなる王は彼の腕lの上に
ネ!t々 の長子は
ネ!tの法廷にこれなる王の盛所はない
して、これなる王の御供えはラアと共に上天へ
して、これなる王の供え物は冥界に
これなる王は黄泉〔なり〕
これなる王はラアと共に行き
これなる王はラアと共に戻る
86 
巴 zx弘fHw.wt.f
(pyr315) 
a dj.f sDb 
jdr.fsDb 
b nHb.fk; 
nHm.fk; 
c wrS (.)1 pn 
sDr.f 
sfx立n(.) 1 pn nw.tj m wnw 
d N D; rd n (.)1 pn 
N xsfjb n (.)1 pn 
塚本明
彼は彼の宣言を占める
彼は妨げを設け
彼は妨げを隷く
彼は力を付与し
彼は力を奪う
これなる王は過し
彼は横たわる
これなる王はウヌで二本の斧を宥める
これなる王の脚は航らない
これなる王の心は逆らわない
c Wnw iウヌJ(地名)は PTの全5箇所でf7tl証され、その全用例において、エジプトの地名に付く限定
符である 049を伴う。地問上では、ナイル中流域のヘルモポリス、現アシュムネインに特定されている九
ここが節番号で最後の箇所となる。他の4例は既出だが、用例数が少ないので再度掲げる:
Pyrl90a m rn.kjmj wnw rsw 
Pyr191a m rn.kjmj wnw mH.t 
Pyr229b sz;.t Xnnw m wnw 
Pyr311c wrS (.) 1 sDr.f sHtp.f nw.tj m wぉw
「南のウヌの住人という汝の名においてj
「北のウヌの住人という汝の名においてj
「ウヌで騒ぎを鎮めた(アトゥムの爪)J
「・・・ウヌで二本の斧を宥めるJ
Pyr311cの例は、本節の sfxと類義語である sHtpを用いる点(および厳密を期すなら、人称代名詞ではな
く指示詞を伴う玉名を用いる点)以外は、前後の語句は勿論、節全体が伺じ雷廻しである。そこと Pyr315
cで言及される「ニ本の斧Jとは、 FEによれば、斧で相争う双方を指すoPyr318bに関する FEの注によ
れば、双方とはホルスとセトのことである。 Pyr229bの上記引用筒所の前に「ネヘブ・カーウ神の脊椎を
押えたjという表現があるので、その神の表象の可能性もある。ウヌの現在名アシュムネインはエジプト
語の xmnクムン i8Jに由来し、創世以前に存在した八神を指すと雷う。そして、霞療と学芸の神トト
信仰の中心地であったことの記憶がギリシャ・ローマ時代のへjレモポリス(へjレメスの町)という地名に残
るとされる泊。このことは次節の解釈に関わる。
第260章
(pyr316) 
a j gb k; nW.t 
Hrw pj (.) 1 jwc jt.f 
b (.) 1 pj zbj-j jサ
fdw. nw n fdw jpw nTr.w 
c Jn. w mw 
dj wcbcb.t 
jr. w hj m xpS njt.w.sn 
d jmr.fm;c…xrw.f m jr.t=n.f 
おおゲブよ、ヌートの雄牛よ
王はホルス即ち彼の父(祖)の子孫
王は進む者(であり)、退く者(である)。
これら間柱の神々の四番目(の方)は
水を運び
浄化を仕切り
彼らの父(祖)遠の力に歓喜した
彼は[彼の]行ないによる[彼の]弁明を望む
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a フォークナー(四)がnw.tを普通名詞の「天」と訳すのに対し、ゼーテ(SUK)は、死者の埋葬と縁深い
地の神ゲブの配縄衿たる(天の)女神ヌウトと訳し、 k;_mw.t.fi設のムート女神の雄牛jに倣って f雄牛J
を「夫jの意とする。「天jを意味する名詞は、 p.tの方が一般的である上に、 k;_p.ti天の雄牛Jという
表現も実際に Pyr332a，bに現れることから、拙訳はゼーテに従う。もちろん、向一神格の呼称を変えたに
過ぎないことは、 Pyr383bでmXntjp.t i天の渡し守jとmXntjnw.t iヌートの渡し守」とが並行して現れ
ることに明らかである。ゼーテはまた、主主の冒頭が一人称で始まることはないという理由から'Horusist NN' 
と訳すoFEの「私はホルス、[彼の]父の後継者jという訳は、 Pyr317c(後述)の三人称が元は一人称であっ
たとの解釈による。
c fdw jpn nTr.w i四柱の神々jは、 Pyr123a-cで言及された臨柱の女神ではあり得ない。なぜなら、 nTr.w
は男性複数形であるから少なくとも一人の男神を含まなければならないからである。そこから推して、 Pyr
172a， 173a， 174a， 175aで雷及されたオシリスの 4人の兄弟姉妹、すなわちイシス、セト、ネフチュス、ト
トと解釈すると、 4番自の神とはトトのことであろう。直前の章でトト崇拝の中心地であるウヌが言及さ
れていたことが、その理由である。これに加え、本節次行の m;c-xrw.fi彼の弁明Jという語句は示唆的
である。なぜなら、 Pyr267dにおける句;Xr mD;.t_nTr jmn.t rc iラアの右の、干$の書を託されたシイアjの
シイアとは知性が擬人化された神格であり、 Pyr300c，307bでは、擬人化なしに「智慧jと訳された。エ
ジプト神話の世界で智慧・知識・学問の代名詞とされる神がトトであることは遍く知られている。それは
死者とも無縁ではない。手にしたパピルスにベンで何ごとかを書き記さんと死後の裁きの場に臨むトトの
姿も、死者の書によく知られている九この他にも、トトが太i湯村iラアと並んで言及されることは少なく
ない:
0l28b/c rHw. wj jpwj D;. j p.t/ rc凶HncDHwtj
0l30d dbn (W)I p.t mr rc xnz (W) I p.t mr DHwり
0709a m; 1¥v (T)I pr.k r.k m DHwtj 
天を巡る二人の伴よ/ラアとトトよ
王は天を巡るラア、天を期けるトトの如く。
我に汝を見せよ、汝がトトとして出る時、
0709b jr.t m sS; n wj; rc ラアの聖加に水路が整えられる持、
後述の Pyr328， 329には、全く同じ言廻しの中でラアとトトとが入替えられるだけの箇所がある。ラアと
トトとが並んで現れるこれらの丈牒とは、どのような文脹か。ラアは太陽神として天空を巡り、トトは神々
を翼に乗せて天空を天掬ける。次節に明言されるとおりである:
0595a nTr. w jpw D;;. w tp DnH DHwtj トトの翼に乗って渡るこれなる神々よ
0596a D; (T) I Hnc. Tn tp DnH DHwtj 王は汝らと共にトトの翼に乗って渡る
さらにまた、 Pyr519bのHrwzjn. f jf.k (.) I DHwtj zjn.f rd.wj.k i王よ、ホルスは汝の身を洗い、トトは汝の
両足を洗うjには、 7J(で王の身を清めるという、本節と同様の文脈が読み取られる。もっとも、 Pyrl63d
ではトトはセトと並んで、出てくるので、エジプト神話の他の神々の如く、そのイメージは変幻自在であり、
明較には程遠い。
問題は、前半部の解釈である。第108章から第171章にかけて、王はオシリスとして呼掛けられていた。
そしてゲブは Pyrl67aによればオシリスの父であり、ホルスは Pyr・176aによればオシリスの子であったo
Pyr312aを含む官官の章でも王はオシリスとして言言及された。ところが、 Pyr316aにおいて王はオシリスで
はなくホルスと明言されている。そして第303章特に Pyr・466マでも王はホルスと同一視される。昇天とい
う文脈と天空を鶏けるホルスとの開に矛盾はない。それでは、王の正体はホルスなのであろうか。同様の
矛題した本文は{也にもある oPyr466aでは、ホルスはイシスではなくハトホルの息子と呼ばれている。 PT
における女神ハトホjレの側証笛所は僅か3閤と少なく、イシスとの関係は不明瞭で、ある。しかし、向じ館
所でホルスがオシリスの息子と呼掛けられ、さらにホルスが一人っ子であることを考慮すると、 Pyr262a
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の場合と同様の、同一千Ijl格の~Ij称つまりハトホルはイシスの知名である可能性が高い。もっとも、 Pyr874
bではホルスはアトゥムの子(つまり子孫勺とされ、 Pyr893aではラアの忠子とされている。したがって、
を含む浩識な本文を字義どおりに受取るよりも、本li々なやfl話伝承の習合の結果と理解する定説の
方が、より実惑に近い解釈かもしれない。残された本文を統一的に解釈する立場をあくまでも貫くなら、
死して大地に横たわる王については地の中から護活する植物神としてのオシリスのイメージと結び付ける
ために、また、霊魂となり昇天する王については天空を飛期する生存としてのホルスを訪併させるために、
それぞれに相応しい描写あるいは編誌が求められたと、説明できなくもない。ただし現行本文の記列は、
本文成立当時の配列を忠実に反映したものでないことを志れてはならない。たとえピラミッドの建造年代
の)1互に、そして接面の配霞j綴に並べi宣しでも、この陀競の決定的解決にならない。なぜなら、通説に従え
ば、壁面lこ刻まれる以前に成立していた原典から選択を加えて刻まれたものが、組前に残されたピラミツ
ド・テキストだからである。そのように解釈しない限り、本文の混乱揺りを説明できないと言うべきか。
(Pyr317) 
a jw wDc=n (.) 1 ti1 Hnc tfn.f 
jw sDm=n m;c.tj 
b jw Sw mtrw 
jw wD=n m;c.tj 
c pXr n.fns.wt gb 
Tzj.f sw n mr.t=n.1' 
(Pyr318) 
a dmD c.wt.fjnサ.tSt:.w 
b zm;.f jmj.w nww 
rDj.fpH.wj ?mdw 
11 Jwnw 
c sk (.)1 pr 
11 
m .l1"W m;c n :xcnx 
合
a (.)1 cH; 
bHI1. fXnw 
b pり(.)1 jrm;c.t 
JI1口t.f司
sxr.1' 
c rw 1. f Dl1d.w 
pXr 1.1' jmj.w I1WW cnx 
(Pyr320) 
a jw nht (.) 1 m jr.t.f 
孤児たる王は彼の孤児と共に判決を下す
二つの真実は罰いた
証拠は欠く
二つの真実は委ねた
ゲブの諸々の座は彼に向けられ
彼は彼が望んだことに彼をヲ!上げる
隠の中なる披の匹i肢は合体し
f皮は冥界の内なる者共を一つにし
被は語る者に止めをさす、
オンにおいて
まこと王は現れる、
今日
る霊の真の姿をとって
王は戦いを断ち
?皮は争いを仲裁する
を行なう者たる王は出る
設はそれを運び
彼は投出す
怒れる者は彼のために立働き
冥界の内なる者共は彼に命を える
:=Eの隠れ家は被の自に
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jw mk.t (.)1 mjr.t 
b jwnxt(.)1 mjr.t.f 
jw wsr (.)1 mjr.t.f 
王の守りは自に
:=Eの力は披の告に
王の強さは披の自に
(pyr321) 
a j nTr.w rs.w mHtj.w jmntj.w j;btj.w 
mkj (.) 1 snD n.f 
b Hmsj=n.fm Ht; h.wj 
? ?????? ???
おお南の北の商の東の神々よ
王を敬い彼を恐れよ
彼は二つの宮廷の天蓋の中に廃したり
車蛇ジェネヌーテトは汝のため焼き
それは汝らの心臓を打つ
c ;m n.Tn ;x.t tw Dnn_wt. 
a ，東西南北、四方のネ11々 jはPyr316bの4柱の神々の言い換えか、それとも加の神々かは不明。
c Dnn_wt.tの wt.t，虫色Jについては、上記Pyr302aの注を参照。 APT訳の，effective'の根拠は明白ではな
い。形容詞としての ;xの'useful'の意に拠るというのであれば、 ;x.tを'uraeus'，聖蛇jと訳出できなくなる
カミらである。
(Pyr322) 
a JW口t.snn (.)1 mjmj_rd 
mjn.f 
吋 n.f
b (.) 1 pjDsDs n jt.f 
nxb n mw.t.f 
彼らは敵対して王の許に来た
彼の許に来れ
彼の許に来れ
王は彼の父の分身(であり)
彼の母の葉(である)
b DsDs，分身」は SUKおよび、それに倣った FEのalteregoに拠る oDs ，自身Jを参照。
(Pyr323) 
a bwt (.)1 pw S;s m kkw 
b N m;;.f sxd.w 
c pr (.)1 m hrw_pn 
jn=t.f m;c.t js xr. f 
d N rDj=w (.)1 n ns.Tn nTr.w 1 
王の忌むは閣の中の渡り
彼見えず顕く〔故]
今日王は出て
正に彼の許にある正義を
汝らの炎に王はl爆されない、神々よ
第261
(Pyr324) 
a (.)1凶wj?Tjb z;_jb Sw 
b ;wJ ;w.t 
;zbj;xw 
c (.) 1 pjnsr m tp T;w 
r Dr.w p.t r Dr t;
d Dr Sw.t Hnb?w m (.)1 
支は君の心を踊らせる方シュウの愛息子
広げる広がり
焦がす揚光
王は j試の前の炎
天の来てへ、地の果てへ
稲妻の手が王に対し空しくなるまで
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(Pyr325) 
a S;s (.)1 Sw 
nm.t.f ;kr 
b sn.f n.t qm;.w nTr 
(Pyr326) 
a wn n.f jmj.w wnwnj.t rmn.w.sn 
b cHc (.)1 Hr gs j;bt.j n mnw Hwt 
c jn n.f jc.t n Hr.t 
d (.)1 pj jηwpwtj nSnj 
第262章
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王は空中をi度り
〔彼は]大地を過ぎる
彼は神が投げたネト冠に口づけする
天空の中なる者達は彼らの両腕を彼に聞く
上天の天井の東但ijに王は立つ
上天の上りを彼に運ぶ
嵐の遣いをなすは王である
次の Pyr327から Pyr332に懸けての一節は、 m xm I無視するなかれJまたは f知らぬことなきょうJで
始まる定型の中で、ネIjl名の他には前半3節と後半3節とで時間の小辞とされる sTとskとが入替わる程震
の変異を含むだけであり、連祷と言ってもよいほどである。この小辞は、古くは skの形であったのが、
第五王草月末期すなわち最初のピラミッド・テキストが刻まれたウナス王のピラミッドが建造された頃に
語変化を起した sT形が出現したことがわかっている。すなわち、言語形式としては sT形の方が新しいの
である。ところが、ウナス以外のピラミッド・テキストは第6王朝時代に建造されたにも拘らず、用例数
に明らかなとおりへ相変わらず skの使用が優勢である。ここにもピラミッド・テキストの苦語形式の古
めかしさが顕れている。因みに、 sk/sT と同様の k~T という音韻交替の例として付属人称代名詞 2 人称・
単数・男性形kwffwおよび fサンダルJの意の名認 kb.wjとTbw.tjが挙げられる。 恨し、前者が男性・
双数形であるのに対し、後者は女性・双数形である。もっとも、エジプト諾史上、言語形式の文法上の性
が入替わることは珍しいことではない。
(Pyr327) 
a m xm (.)1 nTr 
sTτw rX.ti sw 
sT sw jrx Tw 
b m rDj jxm Tw (.) 1 pn nTr 
sT (.) 1 pn jrx Tw 
c jDdj吋sk
(Pyr328) 
a m xm (.)1 rc 
sTTw jrx.りsw
sTsw jrx Tw 
b mrI巧jxmTw (.) 1 pn rc 
sT (.)1 pnjrx Tw 
c jDdjr.j 
w;S wr Htm.w nb 
王を無視するなかれ神よ
汝彼を知るとき
彼も汝を知る
これなる王に汝を知らしめぬことなかれ神よ
これなる王も汝を知る
人は我を滅びたる者と雷う
王を無視するなかれラアよ
汝彼会知るとき
彼も汝を知る
これなる王に汝を知らしめぬ莫れラアよ
これなる王も汝を知る
入は拝すべき方のことを言う、
全ての減者共の最大なる方と
c jDdjr.k 
c; Htm. w nb tm 
(Pyr329) 
a m xm (.)1 DHwり
sT Tw jrx.tj sw 
sT sw jrx Tw 
b mrDjjxmつrw(.)1 pn DHwり
sT (.)1 pnjrx Tw 
c jDdj吋 Htpwc
(Pyr330) 
a m xm (.)1 Hrw_spd 
sT Tw jrx.tj sw 
sTsw jrx Tw 
b m rDj jxm Tw (.) 1 pn Hrw _spd 
sT (.) 1 pn jrx Tw 
c jDdj吋rswD;
c jDd jr.k qsn 
(Pyr331) 
a m xm (.) 1 jmj_d;. t 
sT Tw jrx.tj sw 
sTsw jrx Tw 
b m rDj jxm Tw (.) 1 pn jmj_d;.t 
sk (.) 1 pn jrx Tw 
c jDd jr.k rs wD; 
(Pyr332) 
a mxm(.)lk;_p.t 
sTTw jrx.りsw
sT sw jrx Tw 
b m rDj jxm Tw (.)1 pn k;_p.t 
sk (.) 1 pn jrx Tw 
c jDd jr.k nxx pn 
(Pyr333) 
a m (.)1 j 
m (.)1 j 
m. k (.)1 pr 
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人は汝について言う、
ありとあらゆる滅者共の最大なる方と
王を無視するなかれトトよ
汝彼を知るとき
設も汝を知る
これなる王汝を知らざることなかれトトよ
これなる王も汝を知る
人は我を言う 独り安らぐ者と
王を無視するなかれホルスーセベドよ
汝彼を知るとき
彼も汝を知る
ここな王汝を知らざることなかれホルスーセベドよ
これなる王も汝を知る
人は我を健やかに自覚める方と言う
人は汝を哀れなる方と雲う
王を無視するなかれ冥界の住人よ
汝彼を知るとき
披も汝を知る
ここな王汝を知らざることなかれ冥界の住人よ
これなる王も汝を知る
人は汝を健やかに自覚める方と言う
王を無視するなかれ天の雄牛よ
汝彼を知るとき
彼も汝を知る
ここな王汝を知らざることなかれ天の雄牛よ
これなる王も汝を知る
人は汝をこれなる星と苦う
見よ王は来た
見よ王は来た
汝見よ王は上って来た
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b N jw=n js (.) I DS.f 
c jn wp.tjj.t r.f 
c jn wp.wt. Tnjn.t sw 
mdw_nTr・司csw
(Pyr334) 
a sw;口n(.) I Hr pr b;.f 
nhj=n sw ;.t S wr 
b N Szp hm. t.f Hr mXn.t wr.t 
c N xsb.f n. f sw 
(Pyr334) 
mcH HDwr.w 
Hr msq.t sdH.w 
a n xc.w n w;.t Hr.t 
//// //// /// /// / // 
b D;=nυI m mXn.t wr.t 
N Szp hm.tjm.s 
c N xsb=n.j sw 
(Pyr335) 
cH HDw工W
jr msq.t sdH.w 
a m.kjr.k 
pH=n (W)I q;w.w p.t 
b m;=n. f D.t.f m mskt.t 
jn (W) I Xnj jm.s 
c sj;=n. f jcr.t m mcnD.t 
jn (W)I pnq.s 
(Pyr335) 
a m. k (T)I 
pH=n.f q;w.w p.t 
m;=n sw Hnmm.t 
b 言;=nsw (m) mskt.t 
jn (T)I Xnj jm.s 
c rサssw (m) mcnD.t 
jn (T) I pnq.s 
ミEが彼自から来たのではない
伝言が運ばれ彼のに来た
汝らの伝雷こそが彼を運び
神の言葉が彼を持上げた
彼の魂の家の傍らを王は通り過ぎた
大池の打撃は彼を逸した
大いなる渡し船で彼の渡し賃は取られず
そのことを彼に対し彼は抗せず
大いなる者達の自き梶棒の域で
の川面で
上なる道の出現に
//// //// /// /// / // 
大いなる渡し粕で、王は航った
その渡し賃が取られぬ
我は被に抗せず
大いなる者達の白き根棒の域を、
のJIiIDで
汝汝のために見よ
王は天の高みに遣した
彼は夜の袈船で彼の毒蛇を見た
王こそその中の漕ぎ手
彼は昼の翠船で聖蛇を認めた
王こそそれの掻出し手
汝王を見よ
彼は天の高みに達し
日の民は披を見た
私は夜の聖船で彼を認めた
王こそその中の潜ぎ手
夜、は昼の聖船で彼を呼ぶ
王こそそれの掻出し手
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第263章(第336-341節)・第264章(第342-350RiJ)・第265章(第351-357節)・第266主主(第358-363節)に懸
けでは、一部に投行本文が見られる。とりわけ、天空を航行する聖結のイメージが繰返し顕れる。
第263章
(Pyr336) 
a mtr=n sw Hnmm.t 
b Sd=n sw Snj.wt p.t 
司c.sn(.) 1 n rc
(Pyr336) 
a m;=n.f D.t m mskt.t 
勾;.fjcr.t m mcnD.t 
b njs口n(.)1 nTr m rn.f 
xsb.f Snj.wtjm.sn 
JC.J n rc 
(Pyr337) 
a dj.w zxnw p.t n rc
D;.f jm jr ;x.t 
b dj.w zxnw p.t n Hrw_;xtj 
D; Hrw_;xりJmxr rc 
c dj. w zxnw p.t n (.)1 
D;.f jm jr ;x.t xr rc 
d dj. w zxnw p.t n (.)1 
D;.f jm xr Hrw _;xりxrrc 
(pyr338) 
a nfrコnn (.) 1 Hnc k;.f 
cnx (.) 1 Hnc k;.f 
b b;.fHr.f 
;ms.fm c.f 
cb;.f m Dr.t.f 
(Pyr339) 
a nhn.f n. f zbj r.s 
b jn. sn n.ffdw jpw ;x.W 
sms.w xnり.wHnzkり.w
c cHc.w m gs j;b.t n p.t 
Dsr.w Hr Dcm.w.sn 
日の民は披を試みた
天の嵐は彼を嬬えた
彼らは去を太[湯へ持上げた
彼は夜の翠粕に毒蛇を見た
彼は昼の袈船に聖蛇を認めた
神は彼の名で王を1乎んだ
被はそれらで嵐を止めた
我は太陽へ上った
ラアのため天の葦船が用意され
f皮は地平にげなけそれにで渡る
ハラクティのため天の葦船が用意され
ハラクティはラアに向かいそれにて渡る
王のため天の葦船が用意され
彼は地平へとラアに向かいそれにで渡る
王のため天の葦船が用意され
iJJtはハラクティに向けラアに向けてそれにて渡る
王には彼のカーと共に麗しい
王は彼のカーと共に生きる
彼の姿は彼の上に
彼の爵杖は彼の手に
披の錫は披の掌に
彼はそこへ行きし者らを披のため支配する
彼らはそれら 4人の霊を彼の許に連れ来る
即ち垂れ髪の者らを先導する
天の東側に立つ者らを
彼らの爵に身を持たせる者らを
を
94 塚本明康
(Pyr340) 
a Dd.sn rn nfr n (.)1 pn n rc 
b りw.sn(.) 1 pn n nHbw _k;. w 
c nD [cq] (.)1 pn 
mH. t sx.wtj;rw 
d D; (.) 1 m mr_nx; 
彼らはラアにこれなる王の美しい名を唱える
彼らはネケブ・カーウにこれなる王の到来を
告げる
これなる王の入場が歓迎され
葦の原は浸され
ヨミは巡る水路を航る
(Pyr341l 
a D;=t D;=t (.)1 pn jr gs j;b.t n ;x.t 
b D;=t D;=t (.) 1 pn jr gs j;b.t n p.t 
c sn.t.f spd.t 
msTw.t.f dw;.t 
地平の東側iにこれなる王は渡り切った
天の東側にこれなる王は渡り切った
彼の妹はセベド(=ソテイス神、シリウス)
彼の子孫は焼
第264章
(Pyr342l 
a sk.w zxnw p.t n Hrw 
D;.f jm jr ;x.t xr Hrw _;xtj 
b sk.w zxnw p.t n (.)1
D;.f jm jr ;x.t xr Hrw _;xり
c sk.w zxnw p.t n Szm.り
D;.f jm jr ;x.t xr Hrw _;xtj 
d sk.w zxnw p.t n (.) 1 
D;.f jm jr ;x.t xr・Hrw_;xり
天の葦船がホルスのため用意され
彼l土地平へハラクテイへとそれにで渡る
天の葦船が王のため用意され
彼は地平へハラクテイへとそれにて渡る
天の葦船がジェジェムテイのため用意され
彼は地平へハラクテイへとそれにて渡る
天の葦船が王のため用意され
彼は地王子へハラクテイへとそれにて渡る
(Pyr343) 
?????
?
?
??
?
?
?
?
?
?
??
?????
???
?? 育みの水路が現れ
巡る水路は溢れ
葦の原は水に浸かる
(Pyr344l 
a D;=t D;.wt (.)1 jm 
jr gs pf j;b.tj n p.t 
b jrbw m司swnTr.w jm 
mst. f msw.t jm m; rnpw 
王はそこで渡り切った
天のその東脇へと
神々がそこで私を産んだ、場所へと
彼はそこで新たに若々しく生まれた
(Pyr345l 
a jw nw pn bk; 
nw n dnj hrw 5 
b nw nhrw6 
朝[あした]のこの時は来た
5 Bのd吋[? ]の時は
6自の時は
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nw n hrw 7 
nw n hrw 8 
(pyr346) 
a 吋Sコtwjr (.)1 jn rc 
Dj=tw n.fjx.tjn nHbw_k;w 
b Hrw js 
;xtJ JS 
c jw nw pn bk; 
nw n hrw 3 
nwnhrw4 
(pyr347) 
a sk (.)1 
cHc.f r.f m sb; pw jr Xrj_X.t p.t 
b wDc.f mdw nTr js 
sDm=n.f mdw sr js 
(pyr348) 
a r討sn.sn (.)1 
jn n.f sn fdw jpw nTr二W
b cHc.w Hr Dcm. w p.t 
c jDd.snrnn(.)1 nrc 
Tzw.sn rn.f n Hrw _;xtj 
(pyr349) 
a j口n.fn.k
jw=n.fn.k 
b wHc.f q;s.w 
sfxx.fnTT.w 
???
?
?
? ??
??
?
?
、
?
、?
??
??
?? 、
?? ?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
???
?
?
??
?????
?
c ;x n.f m ;x.t 
Dd n.f m Ddw.t 1 
第265章
(pyr351) 
7自の時は
8自の時は
ラアにより王に召された
ネヘブウ・カーウにより彼に供物が泰げられた
ホルスの如く
地王子の{主人の如く
これなる朝[あした]の時は来た
3日の持は
4日の時は
見よ王を
彼は天の下側にこの星として彼に向って立つ
彼は神として判決を与え
f皮は審判者として言葉を聞いた
王は彼らを忍し
これら 4柱の神々は彼らを彼の許に遣わす
天の柱元に躍す
彼らはラアに対して王の名を発し
彼らはハラクティに対して彼の名を告げる
彼は汝の許に来た
彼は汝の許に来り
彼は縛めを解き
彼は束縛を放っ
かくて彼はケルティから王を奪い
彼をオシリスに与えなかった
王は決して死ぬことなく
彼には地に霊があり
彼にはジェドゥトに安定がある|
96 
a dj=w zxn.wj p.t n rc 
D;.fjmjr ;x.t 
xr Hrw_;xtj 
b の=wzxn. wj p. t n Hrw _;xtj 
D;.f jm jr ;x.t 
xr rc 
c dj=w zxn.wj p.t n (.)1 pn DS.f 
d D;.f jm jr ;x.t 
xr rc xr Hrw _;xtj 
(Pyr352) 
a wb; mr・_mnc寸
j;X mr_nx; 
b mHj=w sx.wtj;rw 
(Pyr353) 
a D; (.)1 D;.tw 
jr gs j;b.t n p.t 
b jr bw pw mss.w nTr.w jm 
c ms//な(.)1jm 
msw=t. f Hnc.sn 
(Pyr354) 
Hrw js 
;x.tjS 
a m;c_xrw (.) 1 pn 
b hn n (.)1 pn 
hn n k; n (.) 1 pn 
塚本明
天の葦舟が置かれたラアのために
被がそれで、地平へ渡るよう
ハラクティの許へと
天の葦舟が震かれたハラクティのために
彼がそれで、地平へ渡るよう
ハラクテイの許へと
天の葦舟が置かれたこの王自身のために
彼がそれで地王子へ渡るよう
ラアの許へハラクテイの許へと
乳母の水路が開いた
渦巻く水路が増水した
葦の原どもは冠水した
王は渡り渡される
天の東側へ
神々が生まれしこれなる場所へ
王はそこで生まれた
彼は彼らと共に生まれた
ホルスとして
地平の住人として
これなる王は しき方
この王に喜べ
この王のカーに喜べ
a m;c_xrwは、後代では借入の墓碑銘に頻出する故人に冠する御決まりの敬称である。したがって、上
述の Naydlerの説に対する反証となる可能性がある。今後の検討材料のーっとして一考の余地がある。下
記、 Pyr356c，357cにも現れる。
(Pyr355) 
a njs.sn n (.) 1 pn 
b jn.sn n (.) 1 pn 
fdw jpw sw;り.wHnzkり.w
c cHc jw Hr Dcm.w.sn m gs j;b n p.t 
彼らはこの王を招いた
彼らはこの王の許に忍した
これら 4人の脇を過ぎる者と捲き毛を垂らす者を
天の東舗で彼らの爵共に寄り掛りながら
b Hnzktj rt巻き毛を垂らす者Jとは未成年者を意味する o Pyr339bでは「垂れ髪の者らjと訳した。
(Pyr356) 
a jDd.sn rn n (.) 1 
n nfr n rc 
b wTz.sn rn n (.) 1 
n nfr nHbw _k;. w 
c m;c_xrw (.)1 pn 
d hnn(.)1 pn 
hnnk;n(.)1 pn 
(Pyr357) 
a sn. t (.)1 pw spd.t 
msTw (.)1 pn dw;w_nTr 
b (.)1 pwjrXrj_X.tp.txrrc 
c m;c_xrw (.)1 pn 
d 1m n (.)1 pn 
hn n k; n (.) 1 pn 
第266章
(Pyr・358)
a dj=w zxn.wj p.t n rc 
b D;j rcjm.sn 
jr ;x. t xr Hrw _;xtj 
c 司j=wzxn.wj p.t n (.) 1 pn 
d 。;.fjm.sn
jr ;x.t xr Hrwー;xtj
巴 dj=w zxn.wj p.t n Hrw_;xtj 
f D; Hrw _;xtj jm.sn 
Jr ;x.t xr rc 
g dj=w zxn.wj p.t n (.)1 pn 
h Dサ.j(.) 1 pn jm.sn 
Jr ;x.t xr rc 
(Pyr359) 
a wb; mr_mnc 
jmHj sx.wtj;rw 
b j;x mr・_nx;
(Pyr360) 
a D;.t (.) 1 pn jm D;.tw 
jr ;x.t xr Hrw _;xり
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彼らは壬の名を語る
しき者部ちラアに
彼らは王の名を挙げる
しき者たるネケブカーウに
この玉は戸正しき方
この王に喜べ
この王のカーに喜べ
王の姉妹はセベド
この王の子孫は明けの星
王はラアと共に天の反対俣~に
この王は声正しき方
この王に喜べ y
この王のカー
ラアのため天の葦船が据えられ
それにでラアは渡る
地平へハラクテイの許へと
この王のため天の葦船が据えられ
それにて彼は渡る
地平へハラクティの許へと
ハラクテイのため天の葦船が揖えられ
それにでハラクテイは渡る
地平ヘラアの許へと
この王のために天の葦船は据えられた
それによりこの王却ち我は渡る
地平へラアの許へ
乳母の水路は開いた
葦の原どもは冠水した
渦巻く水路は増水した
それによりこの王は渡り渡された
地王子へハラクティの許へ
97 
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b jn m n (.)1pn fdw jpw sn.w 
c sw;り.w
d 
日nzktj.w 
Hmsj.w Hr Dcm.w.sn 
m gs j;btj n p.t 
(Pyr361) 
a Dd.Tn swt rn nfr n (.)1 pn 
n nHbw_k;.w 
b hnj n (.)1 pn 
hnj n k;.f 
c m;c_xrw (.) 1 pn 
m;c_xrw k; n (.) 1 pn xr nTr 
(Pyr362) 
a ///nn.frc(.)lpn 
jrp.tmgsj;民jn p.t 
b Hrw js pw dw;.t js 
sb; js pw wpS p.t 
(Pyr363) 
a sn.t (.) 1 pw spd.t 
//////////// 
b /////////////////// 
//////////sn 
c NSwnp.tm(.)1 Dt 
N Sw n t;m (.) 1 pn Dt 
d m wD.t / / / / / / / 
//////////////// 
E //////////////// 
jn nw n (.)1 pn 
f jwf r xmt.nw.Tn m jwnw 
以上で並行行が終る。
第267章
(Pyr364) 
a jb. k n.k wsjr 
rd.wj.k n.k wsjr 
c.wj.kn.kwりr
塚本明演
この王に遣わせよその 4人の兄弟を
通り過ぎる者達を
捲き毛を垂らした者逮を
彼らの爵共に寄り座す者連を
天の東側で
汝ら言えこの王の美しき名を
ネケブ・カーウに
この王に歓喜せよ
披のカーに歓喜せよ
この王は声正しき方
神の許でこの王のカーは戸lEしき
ラアはこの王を彼の許に///nした
天に天の東側へと
ホjレスの知く却ち冥界の住人の如く
患の如く即ち天を照らす者
王の姉妹は即ちセベド
//////////// 
/////////////////////// 
//////////sn 
もはや王を天に欠くことはない
もはやこの王を地に欠くことはない
命により/////
////////////////// 
//////////////// 
この王にこれを運べ
我はオンにおいて汝らの3番目に
汝の心臓は汝にオシリスよ
汝の両足は汝にオシリスよ
汝の両続は汝にオシリスよ
ピラミッド・テキスト:翻訳と注解 (6) 99 
? ?? ?
?
、
? ?
??
?
?
?
?
? 」
、???
?
?
?
??
???
????????
(Pyr365) 
a sqr=t n.f t; rd.w jr p.t 
pr.fjm r p.t 
b prr.fHrHりnjd.twr.t 
(Pyr366) 
a jp; (.)1 pn m ;pd 
xnn.fm xprr 
b jp;.fm ;pd 
xnn.f m xprr 
c m nS.t SW.t jmj.t wj;.k rc 
(Pyr367) 
a cHc jdr Tw jxm jb.t 
b Hms (.)1 pn m s.t.k 
X吋.fmp.tm吋;.krc
(Pyr368) 
a jw sdb (.)1 pn t;
m wj;.k rc 
b sT Tw pr.k m ;X.t 
sT sw cb;.f m c.f 
c m sqd wj;.k rc 
(Pyr369) 
a jc.k n p.t 
日r.kr t; 
Hr=tjr Hm.t SnDw.t 
第268章
(Pyr370) 
a jcj sw (.)1 pn 
xCJ rc 
psDj psD.t wr.t 
b q; nbw.t寸 m_xntjtr.t
王の心臓は彼自身に
彼の両足は彼自身に
彼の両腕は彼自身に
天地はへの梯子を彼のために掛けた
彼はそれで、天へ妥Jjる
彼は大いなる香の;煙に乗って昇る
としてこれなる王は飛ぶ
甲虫として彼は期ける
烏として彼は飛ぶ
甲虫として彼;は朔ける
汝ラアの聖船の中なるの玉座で
さあ身を起こせ薮を知らない者よ
汝の場所にこれなる王が座し
設が汝ラアの聖船で天に運ぶ
これなる王が陸を離れるように
汝ラアの聖船で
汝こそが地平を上る
被こそが彼の手をかざす
汝ラアの聖船の船乗として
汝は天へ上る
汝l土地から遠く
と腰布[政庁]とから遠い
これなる王は身を洗う、
ラアが顕れ
大いなる九柱神が嫁き
オンボ、スのお方が臣下関の前に整え立つ
100 塚本明
a psD.t wr.t i大いなる九柱干iむの PTでの例証街所は、初出の本節を含めても箆か4笥所しかない。ほほ
同じ諾義を持つ psD.tc;.t i大九柱神Jは12館所、 psD.tS汀.ti小九柱神」に至ってはのベで数えても l例だ
けである。これに対し、次第にも現れる psD.り「二つの大九柱やiリは67筒所、のべ数でl09iJUとなり、圧
倒的に多いおo i二つの大九柱神jが、 Pyr177aとPyr178aに並んで言及された f大九柱神Jとf小九柱神」
とを指すことは、ほほ鰐違いないであろう。
そのことの確定のためにも、本節で初めて出てきた「大いなる九校神jがこれまで数回出てきた f大九
校神jと問じものを指すのか、つまり雷換えに過ぎないのか、それとも民倒の存在なのかという点は確認
する必要がある。「二つの大九柱神Jが f大いなる九柱神Jと「大九柱神」とを意味する可能性も、皆無
ではないからである。「大いなる九柱神jに関する本節以外の仔U証箇所およびそれらの前後の文販は以下
のとおりである:
0849a psD.t_ wr.t Hms 
オシ 1)スから出た濯奨により水路と言う水路が溢れる。
セム祭司、嫡子、王宮の十人の高官、オンの十人の高官、大いなる九柱神は、着席するよう、
そして、 zmnとナトロンにより浄化された父たる王の浄化を見るよう、促される。
l012b sd;=n.f psD.t_ wr.t 
ホルスともオシリスとも呼掛けられて復活を促された故人に、大いなる九柱神は震え懐く。
ぺの証人達、ネケンの証人達は、オシリスをソカル、ホルス、ハ、ヘメンとして祭る。
l015c z;b Smcw cD_mr psD.t_wr.t 
故人の設は、ホルス・ケンテイメヌーテフ、サーチュテイ、よエジプトの総督、大いなる九柱神
の総督であると、アヌピスの口から発せられる。
これらの用例および本部と次節との文脈を重ね合わせると、王がラア、オシリス、ホルス、セト(=オン
ボスの御方)等の神々に準えられるのを受けて、王を取巻く誼下回あるいは大詑達を「大いなる九柱神j
に準えていると思われる。つまり、神としての王は大いなる九柱神の講成員ではなく、それを統べる存在
である。これに対し、 psD.tc;.t i大九柱神jとは、 Pyr1655a-bによればアトゥムおよびその直系の八柱の
神々からなる一回であり、名指されたその九柱の神々の中にオシリスが含まれている。したがって、厳密
に雷えば、「大九柱神jはオシリスを含み、「大いなる九柱干ltJはオシリスを含まない、という点で異なる
可能性がある。
ところが、 Pyrl67aから Pyrl76aに掛けて名指しで呼掛けられるのはオシリス以外の十柱に登る神々で
ある。オシリスの代わりに兄弟のトトが入り、さらに子のホルスが加えられている。もし、それに続く Pyr・
177aの「大九柱衿jが度前に名指しされた十柱の神々の言換えだとすると、オシリスを含むという上の
結論と矛盾する。それ故、 Pyr177aの「大九柱神Jは名のある十柱の神々とは全く別の神々の一団を指し
たとすると、今度は Pyrl655a-bの定義を完全に無視することになる。いずれにしろ、劉額は避けられな
し、。
…方、 Pyrl67a-176aにおいても本節と伺じ十という数値が現れ、しかもオンという地名まで共通である
点に注自すると、オシリス以外の、臣下関に相当する神々として捉えられているとも考えられるのである。
「小九柱神jとの列記もその可能性を支持する。あるいは、オシリス以外の名の知れた祈l々 さえも、オシ
1)スに仕えると解釈すればよいのかも知れない。ともあれ、 psD.tc;.t i大九柱神」と psD.twr.t i大いなる
九柱神jとは、ほほ悶義的に舟いられていると結論づけてよいと思われる。
(Pyr371) 
a nHm (.)1 pn pc. t m c.tjm. f 
b xfc (.) 1 pn WIT. t m c psD.り
c ;T sw ;s.t 
snq sw nb.t_Hw.t 
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これなる王は、彼の手足として高官らを引受ける
これなる王は、二組の九校神の手からウェレレト冠を受取る
イシスは彼に授乳し
ネフチュスは彼に吸わせる
本節のようにイシスとネフチュスが対で言及される箇所は、 PTにきわめて多い(全52箇所、のベ数で82
例)ヘ例えば次のような箇所がある:ゲブ神から王の許へと遣わされた二人の姉妹(Pyr379)、諮問してホ
ルスを劫けてオシリスを魁らせる場面(Pyr584)、イシスの乳とネフチュスの氾濫で始まる繁栄と健康と
福とを始めとする諸々の横溢(Pyr707)。
(Pyr372) 
a Szp sw Hrw r Dbc.wj.f 
b scb.f (.) 1 pn m S z;b 
c sfxw.f k; n (.) 1 pn m S d;.tj 
d jsk. fjwfn k; n (.)1 pn n D.t n.f 
e m nw Hr rmn.wj rc m ;x.t 
Szpw.f 
(Pyr373) 
a psD t;.wj 
jwn.fHr nTr.w 
b sxp.f k; n (.) 1 pn n D.t.f 
rHw.t c; 
c jrj=w n.f crr.wt 
Tzz n.f Hm;TT 
(Pyr374) 
a sSm (.)1 pnjxm.w_sk 
b D;.f jr sx. wt j ;rw 
c Xn sw jmj. w ;x.t 
sqd sw jmj.w qbHw 
(Pyr375) 
a mnx (.)1 pnmnx.t 
N z; c.wj.f 
b xnt (.) 1 pn xnt.t 
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(Pyr376) 
spr k;.fr.f 
ホルスは彼の両指に彼を受翠る
彼は山犬の池でこの王を清める
彼は冥界の池でこの王のカーを浄化する
彼は肉を除くこの王と彼自身とのカーの
彼が受取る地平の、ラアの両肩の上
のものどもにより
両地は輝き
彼は神々の視界を開き
彼はこれなる王と自らのカーとを導く
大いなる館へと
宮廷が彼のために整えられる
王冠飾りが彼のために編上げられる
この王は不滅の患を導く
彼は葦の原へと渡る
地王子の住人達は彼をi曹ぎ渡し
天空の住人達は彼を渡す
この王は優れに優れ
彼の両腕は誤たない
この王は先導に先んず、る
後に彼のカーが近づく故
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a d口WsD.t 
wbn sD.t 
b d=w snTr Hr sD.t 
wbn snTr 
c j s可.kjr (.) 1 pn snTr 
j sTj.f jr.k snTr 
火が焚かれ
火が昇る
香が火に焚かれ
香が昇る
汝の香りこの王に届け香よ
彼の香り汝に届け香よ
(Pyr377) 
a j sTj.Tnjr (.)1 pn nTr.w 
j sTj.fjr.Tn nTr.w 
b wnj (.)1 pn Hnc.Tn nTr.w 
wnj.Tn Hnc (.)1 pn nTr.w 
c cnx (.)1 pn Hnc.Tn nTr.w 
cnx.Tn Hnc (.)1 pn nTr.w 
汝らの香この王の許に届け神々よ
彼の香汝らに届け神々よ
これなる王が汝らと共にあれやt々よ
汝らこれなる王と共にあれ神々よ
これなる王が汝らと共に生きよ神々よ
汝らこれなる王と共に生きよ神々よ
(Pyr378) 
a rnrTn (.)1 nTr.w 
rnr・.Tnwj (.)1 pn nTr.w 
b j p;q j p;D 
pr m m;s.t Hrw 
王は汝らを愛すネ1 よ々
汝らは我却ちこれなる王を愛す千lt々 よ
供えのパクは来たり部供えのパジュは来たり
ホルスの日懐から出た(ところの)
b フォークナーによれば、 p;kもp;Dも共に供え物の香料で、ピスケット状と粒状であるという o APT 
では、後半のpr以下を p;Dのみに懸けた訳となっているが、拙訳はフォークナーに従い、両者に掛かる
と角草草尺する。
?????????
???、 。??
?
? ? ? ?
?
?
? ? ? ? ?
?
??
? ? ?
?
? ? ?
?
?
???
? ?
????
、?， ，
?
??
?
?
??
?
?
?????、
?
?
?
???
?
?
??????
上る者は来たり上る者は来たり
下る者は来たり下る者は来たり
上昇する者は来たり上昇する者は来たり
イシスの両腿の上に王は昇る
ネフチュスの両腿の上に王は静る
(Pyr380) 
a nDrw n.f jt (.) 1 jtm c n (.)1 
りp.f(.)1 
b n Tr.w jpf sbqj.w s;手w
jxm.w_sk 
:Eの父アトゥムは王の腕を彼のために抱く
彼は王を委ねたり
これらの優れた賢明なる神々に
即ち不滅の農々に
(Pyr381) 
a mW.t nt (.) 1 pn jpj この王の母よイピイよ
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b jmj n (.)1 pn mnD.T pw 
c D; n.f sw (.)1 pn tp r;.f 
d snq (.)1 jrT.t. T jptw HDj.t sSp.t bnj.t 
(Pyr382) 
a t; pf jSm (.) 1 jm.f 
b Nj匂(.)1pnjm.f 
N Hqr (.) 1 jm.f Dt 
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(Pyr383) 
a rS.k m_Htp 
Hr.f_H;.f m_Htp 
m;_H;.f m_Htp 
b mXntj p.t m_Htp 
mXおり nW.tm…Htp
c mXntj nTr.w m_Htp 
(Pyr384) 
a jj=n (.) 1 pn xr.k 
b D;.k (.)1 m mXn.t tw 
D;;=t.k nTr.w jm.s 
(Pyr385) 
a jj=n (.) 1 n gs.f mj jw=t nTr n gs.f 
b jj=n.f n sm;.f mj jw nTr n gs.f 
c jj=n (.) 1 n sm;.f mj jw=t nTr n sm;.f 
(Pyr386) 
a N srxw cnxjr (.)1 pn 
N srxw mt jr (.) 1 pn 
b N srxw z;.tjr (.)1 
N srxw ng;w jr (.) 1 
(Pyr387) 
a jtm.kjr.kD;(.)1 
sTp (.)1 
b dj.f sw tp DnH n DHwtj 
c swt sD;w.f (.) 1 pn jr gs pf ;X.t 
この王に与えよその君の胸を
この王はそれをその日に彼のために畷える
白く輝く甘美な、君のその乳を王は吸う
王が歩むこの地は
そこでこの王が渇くことなく
そこで王が飢えることなし永久に
i!;:'目覚めよ安らかに
ヘル・ハーフよ安らかに
マー・ハーフよ安らかに
天の渡し守よ安らかに
ヌ}トの渡し守よ安らかに
神々の渡し守よ安らかに
この王は汝の許に来た
この渡し舟で汝は王を渡す
汝が神々を渡した
彼の側に王は来た彼の側に神が来たように
彼は彼の傍らに来た彼の1!IJに神が来たように
彼の傍らに王は来た彼の傍らにネ1が来たように
この王に対する生者の告訴はない
この主に対する死者の告訴はない
王に対するアヒルの告訴はない
主に対ーする荒牛の告訴はない
汝もし王を渡すを拒めば
王は飛び挑ね
トトの翼の上に身を置く
そして彼が地王子の向側へ王を渡すであろう
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(Pyr388) 
a (.)1 pj mH.j t; pr m S 
(.) 1 pjzSS w;D 
b (.)1 pj Htp t;.wj 
(.)1付加1;.jt;.wj 
c (.) 1防dmD.jmw.t.f sm;.t wr.t 
(Pyr389) 
a mw. t nt(.) 1 
閉じ.tHm. t 
tpj. tDw smw 
t凶.tDw zHzH 
b cHc Dd. wj 
h;j Hd. t 
(Pyr390) 
a p~j (.) 1 Hr m;q.t tn 
jr司 =nn.fjt.f rc
b nDr討1・wstX 11 c n (.)1
Sd.sn (.) 1 jrd;.t 
(Pyr391) 
a jTrm n.f z;w Tw wD n.f 
b wD n.f z;w Tw jTrm n.f 
c jwn Hr nTr n (.)1 
日ms(.)1 pn Hr S.t wr.tjr_gs nTr 
(Pyr392) 
a q:j.t 1ぜdmm.S 
crr. wt nt nnw 
b jj=n (.)1 xr.T 
jr吋jwn.tj1.1' nw 
c (.)1 pj Srrjm 
d jw(.)1 pntpSl1s.w_rc 
N (.) I pn tp nTr. w txtx 
a Jgp p.t 
jHj sb;.w 
塚本 i羽!女
王は地から出て来た地をj蔑j託したり
王はパピjレスを裂いたり
王{ま開地を安らげたり
王は南地を統一ーしたり
ヨ三は偉大な野牛たる彼の母を結えたり
王の母よ
牝の野牛よ
牧場の.Li:の上にいる
ゼブゼフ烏の丘の上にいる
2本のジェドウ柱が立ち
瓦際?が落ちたところの
この梯子を王は昇る
その父ラアが彼のため用意した(梯子を)
ホjレスとセトは玉の腕を摺み
披らは冥界へと王を連れ行く
日記せされた者よ命ぜ、られし者から身を護れ
命ぜられた者よ自配せされた者から身を護れ
ネrl1の顔は王に対し関かれる
神の傍らの大いなるの上にこの王は臨す
えない高みよ
黄泉の大内よ
君:の許に王は来た
冥界が彼に開かれよ
王はそこで小さき者か
この王はラアの従者達の頭である
この王は騒々しい神々の頭ではない
天
る
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b nmnmpD.wt 
sd; qs.w ;kr.w 
満天は奮え
地神アケjレ共の骨は震える
惑星共は真に静止するc gr r.sn gnm.w 
(Pyr394) 
a m;=n.sn (.) 1 xc b; 
b mnTr・cnxmjt.w.f 
wSb m mW.wt.f 
c (.)1防 nbz;bw.t 
xm=n mw.t. f rn.f 
力に輝く王を披らは見た
彼の父祖に生かされ
彼の母らに養われるネ1として
王は知恵の主
母がその名を知らぬ(ところの)
(Pyr395) 
a jw Spsw (.)1 m p.t 
jw wsr.f m ;x.t 
b mj jtm jt.f ms sw 
jw ms=n.fsw 
WSI・swr.f 
王の栄光は天にあり
彼の強さは地平にある
彼を生みしその父アトゥムのように
彼王を生みしが
主披より強し
(pyr396) 
a jw k;.w (.)1 H;.f 
jw Hmws. wt (.) 1 Xr I・d.wj.f
b jw nTr.w.f tp.f 
jw jcr.wt.fm wp.t.f 
c jw sSmw.t (.) 1 m H;t.f 
ptr.t b; ;x.tj n Tbs 
d jw wsrw.t (.) 1 Hr mk.t.f 
王のカーは彼の鹿りにあり
王の魂は彼の両足の下にあり
彼の頭上に彼のネ1々 はあり
彼のウラエスは彼の頭頂にあり
きの蛇は彼の額にあり
を照覧し炎上に益する
は彼の胴体上にあり
(Pyr397) 
a (.) 1討k;p. t 
nhd mjb.f 
cnx m xpr n nTr nb 
b 
? ?
?
??
??? ??
?
? ???
??
?? ??
?
?????
ヨミは天の牡牛
その心のままにf正m~ し
あらゆる神の存在を程にする
来る者共の鮪を食らい
魔術でそのイ本を満たす
火の島の(魔術で)c 
本節以持、従来は字義どおりに解釈して、人肉食の証拠として問題視されてきた笥所が続く。これに対し、
本稿冒頭に紹介した NPTは、シャーマニズム的干1秘主義にー殻的な「智慧jの重視とその擬人化とを読
取る。摂食すなわち体内に取込むことの象徴的表現とするのである。
(Pyr398) 
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a (.)1凶cprjcb ;x.w.f 
b jw (.) 1 xc m wr 
pw nb jmj.w_s.t_c 
c Hmsj.f s;.f jr gb 
(Pyr399) 
a (.) 1 pj wDc_mdw.f Hnc jmn_rn.f 
b hrw pw n rxs smsw 
c (.) 1 pw nb Htp.t 
T異jck; 
d jrj jm;x. wt.f Ds.f 
(Pyr400) 
a (.) 1凶wnmrmT cnx m nTr.w 
b nb jnj.w x;c wp.wt 
(Pyr40l) 
a jnjxmc…wp.wtjmj妊I;.w
spH sn n (.)1 
b jn Dsr_tp z; n.f sn 
xsfn.f sn 
c jn Hr_ Trw.t q;s n.f sn 
(Pyr402) 
a jn xnzw m ds nb.w 
D;d.f sn n (.) 1 
b Sd.fn.fj吋.tX.t.sn 
c wpwtj pw h;b口w.frxsf 
(Pyr403) 
a j炉nSzmw r以xs.fsnね1n (υ.) 
b f:おsr設1.f jかx.tりjm.s叩n 
m kt.jt.f mSrw.t 
c (.)1 pj wnm Hk;.sn 
Jcm ;x.w.sn 
(Pyr404) 
??
?
??????
?
??
? ??
?
?
?
?? ?
?
?
???
?
? ?
?
? ?
??
????
，?
?? ?
??
王は能力者にしてその精神の統一者
王は偉大な者として輝けり
彼は側近らの主
彼はゲブを背に産す
王はその名隠れし者と共に判決を下す
それは長老を殺す日
王は供物の主
索を結び
彼自ら食事を備える
王は人々を喰い神々を糧とする
布告を伝える運び手らの主
冠毛描みがケハーウとして
王のためにそれらを捕え
鎌首撞げが彼のためにそれらを守り
彼のためにそれらを押さえる
ヘルチェルウェトが彼のためにそれらを縛る
コンスこそ主君らを斜に掛けた者
王のため彼らを絞め殺し
彼のため彼らの内臓を引出した
それは、抑えるため王が送った遣い
シェゼムウが王のため彼らを属殺し
彼のためその一部を料理する
彼の寵でタ銅として
王は 彼らの魔術を喰らい
彼らの魂共を呑込む
彼らの大なう者は彼の朝舗としてあり
彼らの中なる者は彼のタ錦としてあり
彼らの小なる者は彼の夜食としてあり
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d jw j;w.w.sn j;w.wt. sn k;p.t.f 彼らの老人老婆は彼の焚物である
? ?????、
?
???
?
??
?????????
，??
???????
?
b r wH;.wt Xr.t.sn 
m xpS.w n.w sms.w.sn 
(Pyr406) 
a jw pXr jmj.w_p.t n (.)1 
b sXr=tw n.f kt.jt m rd. w n. w Hm. wt.sn 
c jw dbn=n.f p.tj tm.り
jw pXr=n.f jdb. wj 
(Pyr407) 
a (.) 1 pj sxm_ wr sxm m sxm. w 
b (.)1凶cSmcSm_cSm.w wr 
c gmj.f m w;.t.f 
wnm.f n.f sw mwmw 
d jw mk.t (.)1 m H;.t scH.w nb.w 
JmJ.w;x.t 
(Pyr408) 
a (.)1 pj nTr 
S訂1Sr s訂1S.W
b jw pXr n.f X;.W 
jw wdn n.f Sn.wt 
c jw rDj n.f c m sxm_ wr 
jns;HjtnTr.w 
(Pyr409) 
a jw wHm=n 01 xcj.w m p.t 
jw.f sbn m nb_;x.t 
b jw Hsb=n.fTz.w bqsw.w 
c jw jすJ=n.fH;tj.wnTr.w 
(Pyr410) 
a jw wnm=n.f dSr.t 
jw cm=n.f w;D.t 
b wSb 01 m zm;.w S;;.W 
大いなる者共こそが天の北方者逮
彼のために火を点けた者達
彼らを容れた大釜に
彼らの長老達の前足で
天の住人らは王に仕える
寵は女共の足で彼のためにi設けられた
披は双天を巡った
彼l土問岸を回った
王は偉大なる強者、強者の中の強者
、聖者中の偉大なる
彼は行く手に見つけるや
餌食として被を食す
あらゆる威信者達の額に王の足場がある
地平に住む(威信者達の)
主は神
年古し者達よりも年古し者
二子人が彼に仕える
百人が彼に供える
偉大な強者との保証が彼に与えられる
神々の父たるオ 1)オンにより
王は繰返し天に輝き
彼は地平の主として戴冠する
背骨の椎骨を彼は噛砕き
神々の心臓を彼は摂った
彼赤冠を食らい足り
彼緑冠を呑み込んだり
賢者らの腕で王は養う
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c Htp.f m cnx m H;tj.w Hk;w.sn jsT 
(Pyr411) 
a fjw(.)1 nsb.fsbS.wjrnj.wdSr.t 
b jw.f w;xj.f 
jw Hk;.sn m X.t.f 
c Nn Hmm scH.w (.)1 m_c.f 
d jw cm=n.f sj; n nTr nb 
(Pyr412) 
a cHcw pj n (.) 1 nHH 
Dr.fpj D.t 
b mscH.fpn n 
mrr.f jrj.f 
msDD.fN jrj=n.f 
c jmj Drw ;x.t D.t r nHH 
(Pyr・413)
a sk b;.sn m X.t (.)1 
;x. w.sn xr (.) 1 
b m H;w jx.t r nTr.w 
qr.t n (.)1 m qS.w.sn 
c sk b;.sn xr (.) 1 
SW.wt.sn m_cjr.w.sn 
(Pyr414) 
a jw (.) 1 m nn xc xc jmn jmn 
b N sxm jrj.w jrj.wt m xbs 
c s.tjb (.)1 m cnx.w m t;pn 
D.trnHH 
塚本明康
心臓Ilnち披らの露術にて生くるに彼は安らぐ
王は赤冠なるセブシュウを祇めるを嫌がる
?皮はi椅ちたりる
披らの魔術が彼の体内にある時
王の威信は彼から逃げ去らず
あらゆる祢の知性を披は呑み込んだり
支の寿命は永世
彼の限界は永劫
この彼の威信即ち
彼が望めば彼は行ない
後が嫌えば彼は行なわず
永世に永久に地平の来てに居る
見よ被らの霊共は王のや~内に
彼らの魂共は王の許に
神々への食事の残りものとして
被らの骨共から王ため料理された
見よ彼らの霊共は王の許に
彼らの影共は披らの所有者から離れた
王は輝き続け確聞たり続ける者である
破壊の行為を仔なう者共は力強くなし
王の安住地はこの地上の生者逮の中に
永久に久しく
[以下、次回最終稿(予定)に続く]
111n_ Wt.tは、この{也、 Pyr454c，1755b， 1794bに現れる。
2 jX. t_ Wt.t (;;t，この倍、 Pyr198c，791a， 1503a， 1503b， 1729b， 1915h， 2068c， 2110b， 2224eに現れる。
3 Pyr900b(単数形)， 902b (双数形)。拙論「ピラミツド・テキスト:翻訳と注解(5)J本誌、第5集第2
2005， 102ページのPyr・288aの項で既に触れた。
" Pyr・1202d，2043c，2052a。
Pyr792aP， N 0
6 Pyr1l80aPMN， 1285a， 1749aMN， 1995a， 2103a， 2128b。
ピラミッド・テキスト:翻訳と注解 (6) 
7 Pyr2153b (2x)， 2188aoこの語の意味は、 FE，p.303，n.5による 0
8 本誌、拍論(5)、Pyr297c、;.tの注を参日現。
9 Pyr979c， 1091c， 1108c， 1568c， 1843a， 2276c (単数形);1287b，2278d(双数形); 396b， 511aA， B (複数]f;)。
109 
10 John Baines， Jaron廿rMalek， Atlas of Ancietn Egypt， 1980， Oxford， p.120-1。第二中間期のソベクナクトの慕
には山車が描かれているが、これは曳かれていない:Heinrich Schaefer， Pri，ηciples of Egyptian Art， Oxford， 
1986 [l" Eng. ed. 1974]， Plate 40。神官パイリイの慕の壁画には、ミイラの棺をiほめた磨子を船に載せ、船
ごとそのまま様に乗せ、その様をどこ人の牛餌いが追う田頭の牛が掌き、その引き網にさらに八人の人物が
ついて曳いている様子が描かれている:John Ru出e，Heritage ofthe Pharaohs， Oxford， 1977， p.202-30 
1 Pyrl655a等、拙論「ピラミッド・テキスト:翻訳と注解任)J本誌、第4集第2号， 2004， 46-7ページ
を参照。
12 フォークナーは地名とする (FE，p. 203， n.19)。エジプト罰内の地名は、 049を限定符として伴うものが
多いが、ここは I7すなわちサソリである。再検討の余地があると思われる。目、T0121c，VV0490a， VV0308c， VV0488a， VV0440c， VV0425c， VV0425c;T0308c， T0312c，す0672b，T0677d， T0685d(復
元)，T031Oe， T0314e; N0490a， N1735b， N1765c， N1778a， N2086a， N0488a， N0622b。各ピラミッド7例ずつあ
るものの、一部を除き、例証欝i所は異なる。
14 Pyr960cの1到のみであることと、 MとNとの並行本文から、確実で、ある 0
15吉い表記の lHwt[nb]Iと新しい表記の lHwt[nb]tIとが現れる並行笛所:Pyr371c， 379c， 577a，監さ_<!， 584b， 
61Oa， 628a， 630a， 707a， 1154aoこの内の下線の箇所ではPに吉い綴りが現れるが、いずれも本文損傷以諮
の古い記録に残された本文であるoTの特異な表記と新しい殺りが現れる並行館所:Pyr556aoその他16
の並行箇所があるが、すべて P以持のピラミッドに属するため、一致して新しい級りである。
16 これについては、平成11叩14年度科学研究費補劫金(課題番号11610563)研究成果報告書「古玉罰時代エ
ジプト聖刻文学法の研究(機械可読データベース化の試み)J平成15年， 43ページにおいて触れたところで
あるが、公開されたとは言え、広く流布する文献でもないので下に再録する。( )内は併証数である。
W T P h在 N 
rT l 
rmT 6 4 
rmT N333 5 2 
rT N333 6 
rT Z021 13 
rmT AOll BOll [ 1 ] 4 
rT AOll BOll 6 2 
17拙論「ピラミッド・テキスト:翻訳と注解(1)，(2)， (5) J本誌、第5 2号， 2001， 102ペー ジ， 106 
ページO 第6集第2号， 2002， 97-98ページ。第9集第2号， 2005， 102-103ペー ジ， 108ω109ページ(注
17， 32)0 
18 FE， p.199。地に、 FD，p.323にも伺様の説明がある。次の文献に-131寂然の写真がある:村治生子著・
f吉代エジプト人の世界j岩波新書、 2004年、 161ページ。その名イシスとネフチュスとを
明示する簡を戴く二人の女神が、ミイラ姿の太陽神を守護する関がある。
19 ピル・マンリー(鈴木まどか監修、古田実訳H地閣で読む世界の歴史 古代エジ、フ。~ iTJ 
1998、29ページ他多数。ただし、問書41ページでは誤植がある。
加工Bains and J. Malek， Atlas of Ancient Egypt， Oxford， 1980， p. 126-70 
21 R. O. Faulkner (transl.)， C. Andrews (巴d.)，The Ancient Egyptian Book of the Dead， New York， 1972時p.14村治笠
『古代エジプト人の世界j岩波新書、 2004年、 138ペー ジ。
110 塚本明瞭
22エジプト諾で「子」と「孫Jとが同じ語z;を用いることは、既に考察した:本誌、拙論 fピラミッド・
テキスト:翻訳と読解(4)J，本誌、第4集第2号、 2004，47ペー ジ。
おピラミッド毎のタu証数(出現のべ間数)
W T P M N 
sk 34 23 13 1 13 
sT 15 0 8 2 0 
剖本稿の検討の徹底性を検証する 1例として、:展を厭わず全例証箇所を下に掲げる(したがってのべ数に
なる。本文では霊援笛所を省いた数となる): 
psD.t_wr.t: W0370a， M0849a， N0849a， P0849a， M10l2b， N1012b， PlO12b， NlO15c， M10l5c; 
psD.t_c;λ: T0002c， N0014c， W0177a， N0l77a， N0626c， M0626c， P0626c， T0626c， P0770d， N0770d， M0770d， N 
0845b，M0845b，N0895b，P0895b，P1064a， P1064a， E，Pl174d，N1251 c，M1251c，P1251c，N1628a，M1655a，N1655 
a， N1660a， N1660c; 
psD.t_Srr.t: W0l78a 
psD.可:W0l21d， W0127a， M0l27a， N0127a， T0l27a， W0304e， T0304e， W0371b， W0458b， P0483b， W0483b， T 
0536a， N0536a， T0537b， T0538b， N0730d， T0730d， P0819b， M0819b， N0819b， N0902a， P0902a， P0906c， M0956c， 
N0956c，P0956c，P1032a，P1032b，N1044b，N1045b，P1045b，P1063b，P1063b，E，M1087c，N1087c，P1087c，P1087 
c， E， P1093a， M1093a， P1093a， E， P1093a， S， PllOOa， NllOOa， MllOOa， PllOOa， E， PllOOa， S， P1l27a， P1l27c， P 
1127a， E， P1l27c， E， M1l96a， N1l96a， P1l96a， M1l96b， N1l96b， P1l96b，抗1203d，N1203d， P1203d， N1204d， M 
1204d， P1204d， P1233c， P1259c， N1259c， N1262a， P1312a， P1343c， P1373b，為1l373b，N1373b， P1405d， N1405d， 
M1449c， P1449c， A， P1489b， P1562a， P1573c， N1651f， M1689c， M1696a， M1696d， M1697b， M1698b，制1698d，M
1699b， M1699d， M1707c， M1708仁N171Oc，Ml710c， Ml714a， M1719d， M1750b， N1933a， N1934c， N1982b， N 
1993a，N2020b，N2094b，N2105a，N2170b，N2196b，F1676c，F1933a，F1934c，F2206b，F2246e，F2248d 
おPylD003，0164，0371，0379，0556， 0577，0577A，0584， 0584A，0584B ，0610，0630，0707，0755，0872，0939，0939 
A， 0960， 0996， 1089， 1089R， 1154， 1154R， 1154S， 1255， 1265， 1280， 1280R， 1281， 1292， 1347， 1362， 1375， 1464， 
1464A， 1464B， 1547，1630， 1634，1655， 1750， 1906，1951， 1973， 1981，1997，2009，2127，2144，2192，2232，2239 
